
教 員養 成 課 程 にお け る音 ・形 ・色 を関 連 づ け る

表 現 プ ロ グ ラム の研 究II

音(音 環 境)と オ ノマ トペ に 関 す る授 業 内 容 か ら一

岡 林 典 子 山 野 て る ひ

1.研 究 の 背 景 と 目 的

本 研 究 の 日的 は、 筆 者 らが 携 わ る教 員 養 成 課 程 の授 業 「児 童 図 工1」 と 「保 育 内容 演 習

(表 現)」 に お い て 試 み て い る 「音 ・形 ・色 を 関 連 づ け る表 現 プ ロ グ ラ ム 」 の 内容 に っ い

て検 討 す る こ とで あ る。

保 育 者 が 子 ど もの 費 か な 感 性 と表 現 を育 む た め に 、 自身 の感 性 を高 め る こ とが欠 か せ な

い が 、加 え て養 成 課 程 で 専 門 的 に 学 ん だ 各 領 域 の 基 礎 的 な 知 識 や 技 能 を統 合 して 、 ね らい

を 明確 に した活 動 を構 成 で き る実 践 力 が 保 育 現 場 で は 必 要 と され る。 こ うした 実 践 力 は 、

養 成 課 程 で 学 ぶ 学 生 白身 が 、 複 数 の 科 目か ら得 られ る気 づ きや 学 び を 白 ら関 連 づ け て 、 活

動 を構 成 す る経 験 を重 ね て い く こ とで 身 に つ くの で は な い だ ろ うか 。

近 年 は以 前 に 比 べ 総 合 的 な 表 現 活 動 に 関 心 が 向 け られ る よ うに な り、養 成 課 程 に お い て

も 異 な る分 野 の 連 携 に よ る教 育 実践 が 試 み られ る よ うに な っ た1)。 そ う した 流 れ の 中 、 智

原 ら(2016)は 、 科 口を横 断 的 に連 携 させ た ク ロス カ リキ ュ ラ ム で の 活 動 が 総 合 的 な 実 践 力

養 成 に お い て重 要 で あ る と捉 え 、養 成 校 が表 現 領 域 に 関 して どの よ うな 内容 の 授 業 を 実 施

して い る の か に つ い て ア ンケ ー ト調 査 を行 っ た 。 そ の結 果 よ り、 総 合 的 な 表 現 活 動 に 関 心

の あ る養 成 校 の 表 現 領 域 科 目の担 当者 は ま だ 少 な い こ と を指 摘 して い る。 そ して 、表 現 の

各 専 門 領 域 の担 当者 間 で 共 同 が しづ らい 状 況 に あ る と推 察 して い る2)。

音 楽 教 育 と美 術 教 育 を 専 門 とす る筆 者 らは 、約13年 前 か ら教 員 養 成 段 階 に お け る 資 質 ・

能 力 の 育 成 や 指 導 教 材 の 共 同 開発 の 必 要 性 を感 じ、 継 続 して 総 合 的 な 表 現 教 育 の プ ロ グ ラ

ム研 究 を行 っ て きた 。 昨年 は 山野 が 担 当す る児 童 学 科 の 「児 童 図 工1」 と岡 林 が 担 当 す る

「保 育 内容 演 習(音 楽 表 現)」 の授 業 か ら、 「[本 語 」 と 「和 楽器 」 とを 用 い て 音 ・形 ・
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色 を 関 連 づ け た 内 容 を検 討 し、 学 生 が 授 業 体 験 を通 して 音 に対 す る 自己 の イ メー ジや 感 覚

につ い て の気 づ き を得 て い る こ とが 捉 え られ た3)。 しか し、これ ま で 積 み 重 ね た 共 同研 究

の知 見 を踏 ま えて 試 み た授 業 内容 で あ っ た が 、 同 一 科 日で は な い 為 に、 特 に 基 礎 技 能 な ど

に お い て 十 分 な 連 携 が進 め られ ず 、授 業 内容 の 更 な る 改 善 が 必 要 で あ る こ とが 明 らか に な

っ た。 そ こ で 今 年 度 の 「児 童 図 工1」 と 「保 育 内 容 演 習(表 現)」 の授 業 で は 、昨 年 度 の 反

省 を踏 ま え て 、科 口間 に 共 通 す る 「音 環 境 」「オ ノ マ トペ 」 な どの題 材 に 関 して 連 携 で き る

よ うに 授 業 内容 を話 し合 い 、 音 ・形 ・色 を 関 連 づ け た プ ロ グ ラ ム を 工 夫 した 。

学 生 は これ らの 授 業 か ら どの よ うな 学 び や 気 づ き を得 て 表 現 を 試 み た の か 、 ま た 、 これ

らの授 業 の 内容 を どの よ うに 関連 づ けて 受 講 した の だ ろ うか 。 本 年 度 は コ ロナ 感 染 症 対 策

の た め 、 前 期 に は 一 度 も対 面 授 業 を 行 う こ とが で き な か っ た 。 ま た 、 後 期 に は 、 初 め の 数

回 の み 対 面授 業 が 可 能 とな った 。そ う した イ レギ ュ ラー な 状 況 で は あ っ た が 、本 稿 で は 、2

つ の授 業 の繋 が りを、 山 野 の 授 業 で 提 出 され た 学 生 の描 画 作 品 と授 業 後 の ア ンケ ー ト、 お

よ び 同 じ学 生 が 岡 林 の授 業 で 提 出 した 振 り返 りの ワ ー クシ ー トと最 終 課 題 と して 作 成 した

保 育 指 導 案 な ど を通 して 考 察 を試 み る。 そ して 、 音 ・形 ・色 を 関 連 づ け る 表 現 プ ロ グ ラ ム

の 内容 を検 討 す る。

2.研 究 方 法

2.1「 児 童 図 工1」 「保 育 内容 演 習(表 現)」 の位 置 づ け

「児 童 図 工1」 「保 育 内 容 演 習(表 現)」 は 幼 稚 園 免 許 及 び 保 育1:資 格 必 修 科 目で あ る。

以 下 の 表1に 児 童 学 科 で 学 ぶ こ と の で き る表 現 領 域 の 科 ロ ー覧 を ま とめ た 。

表1児 童 学 科 で 学 ぶ こ と の で き る 表 現 領 域 の 科 目 覧

前期 後期

1回 生 児童 表 現学(必) 幼 児 と表 現(必)

2回 生 児童 音 楽1(必)・ 児童 図 工1(必) 保 育 内容 演 習(表 現)(必)

3回 生 音楽 あそび(選)・ 児 童図 工11(選) 児 童 蒔楽11(選)

4回 生 音 楽応 川演 習1・ お もちゃ研 究 音楽 応川 演 習H(選)

「児 童 図 工1」 は2年 次 前 期 に4ク ラ ス に 分 け て 開 講 され て お り、 初 回 オ リエ ンテ ー シ

ョ ン を 除 き 、山 野 と津 野 充 聡 氏 が2ク ラ ス7回 ず っ を 担 当 し、矢 野 真 氏 と沖 中重 明 氏 が2

ク ラ ス7回 ず つ を 担 当 し て い る。 一 方 、 「保 育 内 容 演 習(表 現)」 は2年 次 後 期 に4ク ラ

ス に 分 け て 開 講 され て お り、 各 ク ラ ス を初 回 オ リエ ン テ ー シ ョ ン と最 終 回 の ま とめ を 除

い て 、 岡 林 と矢 野 真 氏 が6同 ず つ 担 当 して い る 。
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2.2研 究 方 法

本 稿 で は2020年 度 に 開講 され た 「児 童 図111」 「保 育 内 容 演 習(表 現)」 にお い て 、 「音

環 境 」 「オ ノマ トペ 」 を題 材 と した 授 業 内 容 を検 討 す る。

具 体 的 な 研 究 方 法 は 、「児 童 図]11」 の 第5回 の授 業 内 容 か らオ ノマ トペ が 物 語 や 内 容

の鍵 とな っ て い る絵 本 『お や す み な さい の お と』 を 用 い て 学 生 が 描 画 した 作 品 とア ン ケ

ー トに つ い て 考 察 す る。 そ して 、 「保 育 内 容 演 習(表 現)」 か ら 「音 環 境 」 「オ ノマ トペ 」

を題 材 に した 第2同 、 第4同 の ワー ク シ ー トの 内容 を取 り上 げ 、 学 生 の気 づ き や 学 び を

考 察 す る 。 さ らに 、2名 の 学 生 が 作 成 した 保 育 指 導 案 に つ い て 、授 業 内 容 が ど の よ うに 活

か され て い る か とい う視 点 か ら総 合 的 に 考 察 を 進 め 、 「音 ・形 ・色 を 関 連 づ け る 表 現 プ ロ

グ ラ ム 」 の 内 容 や 連 携 の 方 法 に つ い て 検 討 す る 。

以 下 の表2に 「児 童 図III」 の 山野 担 当 の7回 の 内容 を示 す 。

表2「 児 童 図 工1」 の 山 野 担 当7回 分 の 授 業 内 容

第1回 平 面造形 あそび1切 り紙で飾 る

第2回 平 面 造 形 あ そ び2-1い ろ い ろ な形 の 紙 か ら(画 用 紙 とわ ら半 紙)

第3回 平 面 造 形 あ そ び2-2い ろ い ろ な形 の 紙 か ら(開 い た空 き箱)

第4回 平 面造形1-1絵 の具の混 色

第5回 平面 造形1-2絵 本 か ら想像 して描 く一 絵 の具の混 色 を生 か して

第6回 平 面 造 形2-1パ ス の 混 色

第7回 平 面 造 形2-2絵 本 か ら想 像 し て描 く一 パ ス の 混 色 を 生 か して

続 い て 、 表3に 「保 育 内容 演 習(表 現)」 の 岡 林 担 当 の6回 の 内容 を示 す 。

表3「 保 育 内 容 演 習(表 現)」 の 岡 林 担 当6回 分 の 授 業 内 容

オ ノマ トペ の動 き を感 じる保 育 内容 と教材研 究一絵 本 『かぞ え うたの ほん』 を用い

て
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3.音 ・形 ・色 が 関 連 す る 「児 童 図 工1」 と 「保 育 内 容 演 習(表 現)」 の 授 業 内容

3.1絵 本 『お や す み な さ い の お と』 の オ ノ マ トペ を題 材 と した 「児 童 図 工1」 の授 業 内 容

こ こで は 、2章 の 表2に 示 した 「児 童 図 工1」 の授 業 か ら第5回 「平 面 造 形1-2絵 本 か

ら想 像 して 描 く一 絵 の具 の 混 色 を 生 か して 」 の 内 容 に つ い て 、LMSに 挙 げ た パ ワー ポ イ ン

ト資 料 よ り抜 粋 し掲 載 す る(図1,図2)。 さ らに 制 作 課 題 を示 す 。

第5回 と第7回 授業では、身に付けた絵の具やバスの混色技能を生かL、

特に幼稚国教育要領の領城 「哀現」の 「3内 容の取扱い」の

(1〕に着目して、絵本の題材から

音 ・形 ・色の連関を主題Lた 課題に取 り組んでいきます。

3内 容の取扱い

{り豊かな感 は 身近な瑠 と 分に わる で しいもの れたも
の 心を か などに 一'5..いそこから 罧た感 を の 旧や

教自 と共有 し 々 に する ことな どを通 して 』'われ るようにす る

こ と そ の,、 の立 や ・・の立'に ある や#の,や な ど 妖

の中にあ る音,形.色 な どに気付 くよ うにする こと.

(幼稚園軸育葺領 「圭現」3内 容O取 り蚤い より抜粋}

遭 一ノ 拶 ノ ノ 凶 ・ 尉'・ ・爵 酷 ・鎖 ト 毒 毒 犠・ や ㌔ 一・魚^先 ・㌔、一、 単

図1山 野 の パ ワ ー ポ イ ン ト 資 料 か ら の 抜 粋 ①

第7回 で は

5歳 児の造形表 現で実践 した

『おやすみ な さいのお と』 を題材 と

して取 り上 げ ます.

皆さんはこれまでにごO給 本を読んだこ

とがありますか?

この綻本ではオノマトペが、お話の展開と

イメージの生域に重要な役割を果た してい

ます。

皆さんも、オ1マ トペに着目L、 音から凌

の場面を思い描いて読んでみましょう。

さ話、殆訪ます。

く写真}い リウまさとし「おウす吟なさいのおと』

講読社 ㎜

おやすみなさ』いの ‡fヒ
いり㌣まさとし

搾 .窺 蟹 一・.

碑.〆
,7

轟 覧

ψ 一・ 御 一ノ碗 ・ 一'・型幽 調 一～費}強 魎 ・ 賊 ・噺 融 ・軸 い、軸

図2山 野 の パ ワー ポ イ ン ト資 料 か ら の抜 粋 ②
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【お や す み な さい の お と 】 の あ らす じ:森 に 住 む あ らい ぐまの5人 兄 弟 が 寝 る用意 を してい る

と、窓 の外 か ら色 々 な 音 が 聞 こ え て く る。兄 弟 は そ の音 が気 に な って 眠 れ な い。初 め は 「ぽ と りぽ

と り」(ど ん ぐ りの 落 ち る音)。 次 は 「が た が た ご と ご と」(丸 太 を積 ん だ荷 車 の音)。 そ の 次

は 「ぎ一 こ ぎ一 こ」(や ぎ 先 生 が 自転 車 を走 らせ る音)。 さ らに 次 は 「ひ ゅ～ ひ ゅ～ 」(ふ く ろ

うのお 巡 りさん が 窓 の外 を通 り過 ぎ る音)。 音 の正 体 が 分 か る と、お 兄 さん た ち は 一人 ず つ 眠 りに

つ き 、最 後 に末 っ子 の お ち び ち ゃ ん だ け が残 され て、 外 か ら 「ほ とほ と ほ とほ と」 とちい さな ち

い さな音 が 聞 こ えて くる。 お ちび ち ゃん が お母 さん に だ っ こ され て 窓 の外 をみ る と…

【今 回 の制 作 課 題 】

絵 本 『おや すみ な さいのお と』 の最後 の場面 を描 く

●お ちび ちゃんが お母 さん にだ っこされて見 た 「ほ とほ と」のそ の外 の様 子(最 後 の場面)を

想像 して、八 つ切 り画用 紙 に水 彩絵 の具 で描 きま し ょう。(制 作時 間160分)

ね らい:音 のオ ノマ トペか らイメー ジ を広 げ、水 彩絵 の具 の混 色 を生 か し自分 の想像 した

場面 に相応 しい色彩 表現 が で きる。

3.2「 音 環 境 」 「オ ノ マ トペ 」 を 題 材 と した 「保 育 内 容 演 習(表 現)」 の 授 業 内 容

■第2回 の 授 業 か ら:環 境 を聴 く一 キ ャ ンパ ス の 音 聴 き歩 き ・音 日記(対 面授業)

後 期 の 初 め は 対 面 授 業 が 行 え た の

で 、 学 生 た ち は マ リー ・シ ェー フ ァー 表4学 生の音日言己の一例

の 「サ ウ ン ドス ケ ー プ」 に つ い て 学 ん

で か ら、 紙 とペ ン を持 ち 、 一 人 ず つ キ

ャ ン パ ス の音 聴 き歩 きへ と出 か け て 行

っ た。 設 定 した キ ャ ンパ ス 内 の 二 つ の

コー ス を、 ゆ っ く り と音 を聴 き な が ら

40分 程 歩 き 、教 室 へ と戻 っ て き た 。次

回 ま で に3日 分 の 音 日記 をつ け る こ と

を宿 題 と した。

■第3回 の 授 業 か ら:身 の 回 りの 音 に

気 づ く保 育 内 容 と教 材 研 究(対 面授業)

そ れ ぞ れ の 学 生 が 作 成 して き た 音 日

記 を 一 覧 に して 全 員 に配 布 した 。 次 に

4人 ず つ の グル ー プ に分 か れ 、 友 達 の

・野菜 査切{」音`、レヤツ トン,

・お皿 董跣 う音 【キュッ リョワッ,

箪訓走 る音{ド ゥー ゴー}

窟の ドア 崔閉酌愚奮{バ ン キュッ)

改軋 を量 愚音 〔ビ〕

歩く奮`シ.■ ッ シュ・ン}

糟子 由塘 し¢iに コ}

敏制 書査め く葛音 くλ一〕

・畳鍋 からペン皆融 り出寸音{力 干ヤ〕

・ホワイ ト堆一 ドに宇を書 く奮{ト ン トン〕

・画用帳を切 筍音{夢 ヨキ撃 ヨキ)

・テ レビ1}つけ 愚管(ラ ッ,

・荷物を幕 とす音 〔Fン 〕

・食託器① 音`ゴ=† 一}

e}輯 理をす6奮{ド ン ガ子ヤ トン トン〕

b}自 牙の足奮 くコツ コツ〕

c}馳 の㌍ く庫{ピ ビッ)

d)工 事O音{ゴ オーFン ド由ン)

e)水 が議れ石音 〔サー ゴー1

帥布団雌擁れも音 くシ畠シ凸)

誠婆一
班濯権雌回,て い ・邑音 〔ド才一・}

メダカにエサ をあ げる膏{小 の

子 どもが昇を童6音 〔バ亨バタ)

干 してい益布団壱叩く音{バ ンバン〕

偉■計の音{ビ ビビッ⊃

髪の毛をケシでとかす音 に コ〕

シャーベ ンで字を■ く奮{ト ン シュー)

プリンターで印馴す愚音 くゴー ゴー ゴー

シ凸ン)

・時計のけ計の音 ゆ ン聖ン) ,

・ピコFノのst:を 開【†愚音{ト ン,

・距ラスの喝tl暫1ア ー7-)

・ラヤイムの曹 〔ボーン琳一 ン}

ε}ラジ才の晋 〔ゴー ワー}

廿)電車 的音{ゴ:「 一 ビューン〕

司 お田壱煙 く畜(夢 ユワー〕

d)噴 払いの音 〔才 ワホー ン ゴホ ツ,

帥章郵 駅の噴ホの音{シ ュワッ サー〕

f)携裕 些布 団①上に量 く看{サ ッ〕

e)明 起 書てす ぐ耳に した音、b)鯛 外に出て一魯に耳 にした音.

c)田 か けた先で一番気に入った音.d)出tLけ た先で一看雌把と塵 じた 音、

e)今 日一'口で一'書興 しいと噛 じた音、f)寝4前 に最養に耳にした音
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音 日記 を見 て 面 白い と思 う音 を一 人 が2つ 以 上 発 表 し、 ク ラ ス全 員 で 共 有 した 。 表4は 学

生 が 作 成 した音 日記 の一 例 で あ る。

■第4回 の 授 業 か ら:声 と体 の 関 わ り一 オ ノ マ トペ の動 き を感 じ る(オ ンデマン ド授業)

声 と体 の 関 わ りにつ い て は 、「スー 一 ッ」と言 い な が ら初 め は腕 を 滑 らか に横 に動 か す 、

次 は 同 じオ ノ マ トペ を発 声 しな が ら腕 を小 刻 み に横 に 動 か す とい う試 み を行 った 。続 い て 、

「ス ッス ッス ッ」 と言 い な が ら腕 を 滑 らか に 動 か し、 次 に 同 じオ ノマ トペ を 発 声 しな が ら

腕 を 小 刻 み に横 に動 かす とい う試 み を行 っ た。 これ らの試 み で 学 生 は 動 か しや す い場 合 と

動 か し に くい場 合 を体 験 して 、声 と体 の 動 き が連 動 して い る こ と を感 じ取 っ た と思 わ れ る。

以 下 の 図3～ 図6は オ ンデ マ ン ド授 業 用 に 作 成 した パ ワー ポ イ ン ト資 料 よ り抜 粋 した も

の で あ る。 数 年 前 の 山野 の 授 業 で 、 学 生 が数 種 類 の 雨 の 音 を聴 い て 描 い た描 画 で あ る 。 上

記 の2つ の試 み に続 い て 、 こ こ で は 、 絵 か ら音(オ ノマ トペ)を 感 じる体 験 を設 定 した 。
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図3岡 林 のパ ワーポ イ ン ト資 料 か らの抜粋① 図4岡 林 のパ ワー ポ イン ト資料 か らの抜 粋②
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図5岡 林 のパ ワーポ イ ン ト資 料 か らの抜粋③ 図6岡 林 のパ ワー ポ イン ト資料 か らの抜 粋④
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教員養成課程における音 ・形 ・色を関連づける表現プログラムの研究H

4.結 果 と考 察

学 生 た ち は 「児 童 図111」 と 「保 育 内容 演 習(表 現)」 で の 体 験 を どの よ うに感 じ、 学

び や 気 づ き を得 た の だ ろ うか 。 ま た 、2つ の授 業 内容 は 関 連 付 け て 受 講 され て い た だ ろ う

か。 さ らに 、描 画 や 音 聴 きの 授 業 体 験 を踏 ま えて 、 どの よ うな保 育 指 導 案 が 作 成 され た の

だ ろ うか 。

本 章で は 、 「児 童 図 工1」 の制 作 課 題 に お い て 、 学 生 が 絵 本 の 「ほ とほ と」 とい うオ ノ

マ トペ か ら どの よ うにイ メー ジ を広 げ て 描 画 した の か 、さ らに 同 じ学 生 が 、「音 聴 き 歩 き」

と 「音 日記 」 の 体 験 に よ り、 どの よ うな気 づ き や 学 び を 得 て 保 育 指 導 案 の 作 成 に至 っ た の

か を 、 提 出 され た 作 品 、 ワー ク シ ー ト等 か ら捉 え た い。 但 し、本 稿 で は学 生 の 描 画 作 品 を

カ ラ ー で 提 示 す る こ とが で きず 、色 や 形 な ど詳 細 な表 現 に つ い て 分 析 内容 を 伝 え る こ とが

困難 で あ る。 そ こで 描 画 の 分 析 は別 稿 に ま とめ る こ と と し、 本 稿 で は学 生 が ア ン ケ ー トや

ワ ー ク シー トに 文 章 で表 した 「ほ とほ と」 の 音 か ら広 が るイ メ ー ジ や 、 描 画 の 体 験 か ら得

た 自然 の 音 や 日常 音 へ の気 づ き 、音 聴 き歩 き や 音 日記 の 体 験 か ら得 た 気 づ き を 中 心 に 考 察

を進 め る。 学 生 は 以 ドの 図7の よ うな 流 れ で 、 描 画 か ら指 導 案 作 成 へ と至 っ た 。
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図7描 画 か ら指導案 作成 に至 る授業 の流れ

① 学 生 は2っ の 授 業 体 験 か ら どの よ うな 気 づ きや 学 び を 得 た か

表5は 「児 童 図 工1」 で の 描 画 体 験 か ら保 育 指 導 案 の 作 成 に 至 る過 程 に お け る数 名 の 学

生 の気 づ きや 学 び を ま とめ た も の で あ る。

学 生Aは 、 「ほ とほ と」 の 音 か ら広 が るイ メv-一一・iジを 「お 父 さん が 家 族 を 起 こ さな い よ う

に そ 一 っ と帰 っ て き た 時 の 雨 粒 の 落 ち る音 」 と捉 え 、 「お と う さん の 顔 の 部 分 の色 が 濃 す

ぎ る と表 情 が 見 え に く くな って しま うた め 、 淡 い 色 で 塗 る よ う心 が け た。 ま た 、 こ の 絵 を

見 た 人 に、 「ほ と ほ と」 が お と うさん か ら落 ち る雨 粒 の 音 だ と伝 わ る よ う、 水 滴 の色 は あ

え て は っ き り と した 色 を使 うよ う工 夫 した 」 と述 べ て い る。 描 画 体 験 か ら得 た 「雨 は 降 り

方 や どん な もの に 当 た るか に よ っ て 音 が か な り変 わ り、 そ れ を表 現 す る 言葉 も変 わ っ て く

る」 とい う気 づ き と、音 聴 き体 験 で の 「雨粒 が 当 た る 場 所 に よ っ て 音 が変 わ った り、 人 に
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よ っ て 足 音 が変 わ る の も面 白い と思 っ た 」 とい う記 述 か ら は 、Aが 「雨 の 音 」 を手 掛 か り

に して2つ の授 業 を 関連 付 けて い る こ とが 見 て 取 れ る。

学 生Bは 「ほ とほ と」 の 音 か ら 「お 母 さ ん が家 族 の た め に 温 か い ス ー プ を煮 込 む 音 」 と

い うイ メー ジ を 広 げ、 「柔 らか い色 合 い を意 識 して 、 自然 な湯 気 の 流 れ が 出 る よ うに 周 り

の背 景 に合 う よ うに ぼ かす よ うに描 い た 。 空 や 草 木 は 単 色 で は な く、 緑 ・黄 ・茶 な ど何 種

類 も使 用 す る こ とで 、 森 の 自然 な色 合 い が表 現 され る よ うに混 色 した 」 と工 夫 点 を述 べ て

い る。 「ほ とほ と」 の音 に 柔 らか な 質 感 や 色 を 充 分 に感 じ とっ たBは 、 メ ロデ ィ の あ る楽

音 ば か りで な く 日常 の 中 の 音 に も意 識 が 向 け られ 、 形 や 色 、 空 気 感 ま で もが 繋 が る よ うに

な っ た と語 っ て い る。 授 業 体 験 を通 してBは 音 に対 す る 自 己 の イ メ ー ジや 感 覚 につ い て の

気 づ き を得 た とい え る だ ろ う。

学 生Cは 「ほ とほ と」 の音 に柔 らか さや 優 し さ を感 じ、描 画 で は そ の光 や 風 を表 現 す る

た め に 絵 の具 を溶 く水 量や ぼ か しの 技 法 、樹 木 の1本1本 へ の微 妙 な 色 彩 の 変 化 に 苦 心 し

た こ と を述 べ て い る。 描 画 体 験 か ら得 た 音 へ の 気 づ き の欄 に述 べ られ て い る 「音 が 聞 こ え

な い もの で も、想 像 して 音 を感 じ る よ うに な っ た 」 こ とは 、 音 聴 き 歩 き で述 べ られ た 「③

無 音 だ と思 っ て い た も の で も、 よ く耳 を澄 ま す と音 が 聞 こ え て く る も の が あ る」 とい う気

づ き に 繋 が り、Cの 中 で2つ の 授 業 体 験 が 確 か に 関 連 づ け られ て い る こ とが 読 み 取 れ る。

学 生Dに はCと 同 様 な状 況 が 伺 え た 。Dも 「ほ とほ と」 の 音 か ら優 し さ、 柔 らか さや

温 か さな ど質 感 や 温 感 に 繋 が る感 覚 を も ち 、 そ こ か ら真 っ 白 な鳥 の 羽 音 や 、 そ の羽 ば た き

が運 ぶ 目に は 見 えな い 優 しい 風 を描 画 に表 現 し よ う と して い る。 そ れ を 実 現 す る た め に 明

る い 色 か ら暗 い 色 に移 る と き の グ ラデ ー シ ョ ン に気 を配 り、 混 色 に 黒 を避 け 、 紺 を代 替 し

た こ と な どが 述 べ られ て い る。 ま た こ の題 材 に 続 い て 受 講 した 『か っ き くけ っ こ』 の50

音 の描 画 に も触 れ 、 日常 の 音 を表 す オ ノマ トペ の 感 受 性 に も変 化 が お こ っ た こ とを感 じ取

っ て い る。

表5描 画から保育指導案作成の過程での学生の気づきと学び

「ほとほと」の音 力・

ら広 がるイメージ

学 生A:お 父 さ ん

が 家 族 を 起 こ さ な

い よ う に そ 一 っ と

帰 っ て き た 時 の 雨

粒 の 落 ち る 音

「ほとほと」のオノマトペ

からイメージした描 画

「描画」の体験から得た自然の音や日常音への気づき

今 ま で 聞 こ え て い な か っ た 小 さ な 音 に 注 意 を 払 い 、こ の 音 は ど

ん な オ ノ マ トペ で 表 現 で き る か な と 考 え る よ うに な っ た 。 特

に 、雨 は 降 り 方 や ど ん な も の に 当 た る か に よ っ て 音 が か な り変

わ り、 そ れ を 表 現 す る言 葉 も変 わ っ て く る こ とに 気 づ い た 。
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◎「音聴 き歩 吉」

と「音 日記 」の体

験 から得 た気 づ

き

「ほとほと」の音 か

ら広 がるイメージ

学 生B:お 母 さ ん

が 家 族 の た め に 温

か い ス ー プ を 煮 込

む 音

◎「音聴 き歩 吉」

と「音 日記 」の体

験 から得 た気 づ

ぎ

普 段 全 く聴 こ え て い な か っ た 小 さ な 音 が た く さん 聴 こ え て き て 驚 い た 。 落 ち 葉 が 転 が る か す か

な 自然 音 、 自動 ドア が 人 を 感 知 す る 小 さ な 機 械 音 な どに 意 識 が 向 い た 私 は 人 の 足 音 が と て も 印

象 に 残 っ た 。 普 段 は ヒー ル な ど を 履 い て い る 人 の 音 は 耳 に 入 っ て く る が 、 ス ニ ー カ ー の 音 な ど

は あ ま り気 に な ら な か っ た 。 しか し、 今 回 よ く 耳 を 澄 ま せ て 聞 い て み る と 、 歩 き 方 や 履 い て い

る靴 の 種 類 に よ っ て ま っ た く音 が 違 う こ とが 分 か っ た 。 同 じ よ うな 音 で も 耳 を 澄 ま せ て 聞 く と

違 う こ と が 分 か り、 音 の 面 白 さ を感 じ る こ と が で き た 。

音 日記 で は 普 段 の 生 活 音 に 耳 を傾 け て 過 ご した 。 こ ん な に もた く さ ん の 音 の 中 で 生 活 して い

る の だ と改 め て 感 じた 。 雨 粒 が 当 た る場 所 に よ っ て 音 が 変 わ っ た り、 人 に よ っ て 足 音 が 変 わ る

の も 面 白 い と 思 っ た 。 音 に つ い て 学 ん だ が 、 聴 覚 だ け で な く 、 嗅 覚 、 味 覚 、 視 覚 な ど様 々 な 感

覚 で そ の 音 の 良 さや 悪 さ が 惹 き 立 っ て い る こ と を 学 ん だ 。 ま た 、 音 の 感 じ方 は 心 の 余 裕 に よ っ

て も 変 わ っ て く る こ と を 学 ん だ 。 心 に 余 裕 が あ る と き は 音 に 関 心 が 持 て る。 鳥 の 鳴 き 声 に して

も 、 穏 や か な 気 持 ち で 聞 く こ と が で き る 。 しか し 、 余 裕 が な い と鳴 き 声 さ え 気 づ か な い 。 物 事

に 追 わ れ る と 、 音 ま で も 遮 断 して しま うの で は な い だ ろ うか 。 今 回 、 音 に つ い て 学 ん で み て 音

の 広 が り を 感 じ る こ と が で き た 。 音 は 身 近 な も の で あ る か ら こ そ 生 活 環 境 な ど 、 た く さ ん の こ

と が 分 か る の だ と 思 え た 。 も っ と 音 に つ い て 学 ん で み た い と感 じた 。

「ほとほと」のオノマトペ

からイメージした描 画

「描画」の体験から得た自然の音や日常音への気づき

今 ま で は 楽 器 の 音 の み に 興 味 を 持 っ て い て メ ロ デ ィ を 感 じて

い た 。 し か し制 作 を 通 し て 、 音 に 色 を 感 じた り、 柔 らか な 音 は

ぼ か し た 透 明 感 の あ る雰 囲 気 を 感 じた り 、日常 の 中 に 色 が 見 え

る よ う に な っ て き た 。形 は 多 く は 浮 か ば な い が 、ギ ザ ギ ザ や 丸

な ど 抽 象 的 な 形 を イ メ ー ジ す る よ う に な っ た 。 日常 の 生 活 が よ

り色 鮮 や か に 豊 か に な っ た と感 じ る 。

音聴き歩 きや音 日記 をつ けて、 日常 にあふれる音 に目を向けることで気づ きがた くさん得 られた。水の流れ る音でも、

水道か ら流れ る音 と川か ら流れる音で は全 く違 って聴 こえる し、耳を澄 ませ ると多 くの発見があった。何気 ない音で も

音の変化 があった り、私たちは音 に囲まれて生活 していることが改めて分 かった。普段はイヤホンつ けて街 を歩 くこと

も多いが、自然の音を聴 くと落ち着 いた気分にな り、自然の中にある音には リラックス作用があ ると実感 した。今まで、

風の吹 く音 は 「ビュー ビュー」、鳩 は 「ポ ッポ」 などと思い込 んでいた音も、よく聴 くと全 く違 うように聴 こえ、その

音をオノマ トペ として表現す るこ との楽 しさを味わえた。そ して音の表現 の仕方は 自由で、正解 も不正解 もないものだ

と分かった。だか らこそ、子 どもたち と関わ るときは固定観念を押 し付け るこ となく、子 どもたちが感 じ取ったものを

大切に したい。
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「ほとほと」の音 か

ら広 がるイメージ

学 生C:月 の 光 が

柔 ら か く夜 道 を 照

ら し て い る 。 木 の

葉 が 風 で 静 か に 舞

っ て い る

◎「音聴 き歩 き」

と「音 日記 」の体

験 から得 た気 づ

吉

「ほとほと」の音 か

ら広 がるイメージ

学 生D:優 し く て

柔 ら か くふ ん わ り

温 か い 感 じ。 真 っ

白 な 鳥 の 羽 ば た き

が 運 ぶ 優 しい 風 の

イ メ ー ジ

「ほとほと」のオノマトペ

からイメージした描 画

「描画」の体験から得た自然の音や日常音への気づき

自 分 の 身 の 周 り に あ る 日 常 生 活 で 聞 こ え る 音 や 雨 の 音 や 風 で

草 木 が 揺 れ る 音 な どの 自然 の 音 を楽 し む よ う に な っ た 。 ま た 、

暑 さ や そ よ 風 な どそ れ 自体 か ら は 音 が 聞 こ え な い も の で も 、想

像 して 音 を感 じ る よ うに な っ た 。

普 段 あ ま り意 識 し て 聴 い て こ な か っ た 日 常 生 活 の 音 と、音 聴 き 歩 き や 音 日記 を 通 し て 改 め て 向

き合 う こ とで 、私 た ち は 普 段 、 こ ん な に も た く さ ん の 音 に 囲 ま れ て 過 ご して い る と い うこ と に

気 づ か され た 。私 は こ の 活 動 を 通 し て 、次 の3つ に 気 づ い た 。① 同 じ種 類 の 音 で も天 気 や 場 所 、

時 間 、 状 況 な ど に よ っ て 変 化 す る 。 例 え ば 、 「足 音 」 で は 平 ら な 道 で は 「ス ザ ッ ス ザ ッ 」 と 聞

こ え て い た の が 、 女 坂 な ど の 坂 道 で は 「ザ ッザ ッ 」 と 聞 こ え た 。 普 段 な ら 「足 音 」、 「鳥 の 鳴 き

声 」、 「工 事 の 音 」、 「車 が 走 る 音 」 な ど と 一 括 り に し て しま う音 で も 、 丁 寧 に 聴 け ば こ ん な に も

違 う音 に 聞 こ え る の だ と感 じ た 。 ② も と も と あ る オ ノ マ トペ を 意 識 せ ず 、 自 分 の 聞 い た 通 りの

音 を 表 現 す る こ と で 、 後 で 文 字 を 見 た と き に よ り鮮 明 に そ の と き の 情 景 や 様 子 を 思 い 浮 か べ る

こ とが で き る。 ③ 無 音 だ と思 っ て い た も の で も 、 よ く 耳 を 澄 ま す と音 が 聞 こ え て く る も の が あ

る。 例 え ば 、 自動 ドア は よ く 耳 を 澄 ま す と 「ウー ン 」 と い う音 が 聞 こ え た 。

本 日の 授 業 で た く さ ん の 人 の 音 日記 を 見 て 、 足 音 や 雨 ・風 の 音 、 鳥 の 鳴 き 声 な ど とい っ た 、

だ れ も が 耳 に す る 音 で も人 に よ っ て 聞 き 取 り方 が 違 う と い う こ と を知 る こ と が で き 、 と て も 面

白 か っ た 。 私 は こ の 授 業 を 通 して 、 よ り音 の 表 現 の 幅 が 広 が っ た よ う に感 じ た 。

「ほとほと」のオノマトペ

からイメージした描 画

「描画」の体験から得た自然の音や日常音への気づき

日常 の 様 々 な 擬 音 な ど も 自 分 で 考 え て み た 。た と え ば カ ー テ ン

を 開 く音 に も 「さ っ 」 とか 「ざ っ 」 と か 、 開 け る 速 さ に よ っ て

違 っ た り、 「さ 一 一 っ 」 とか 横 幅 に よ っ て も重 さ に よ っ て も 違

う こ と を 感 じ た り し た 。 「か っ き く け っ こ 」 の 行 の 音 の イ メ ー

ジ な ど も 以 前 は 浮 か び づ ら か っ た と思 う が 、普 段 か ら意 識 して

み る こ とで イ メ ー ジ が しや す か っ た 。 ま た 、音 の イ メ ー ジ を 表

す た め に 、 暗 い 色 と 明 る い 色 の 狭 間 の 色 を 水 分 量 な ど で 調 節

し 、ぼ や け る よ うな 感 じに して み た 。全 体 的 に 優 し く温 か く 柔

ら か い 感 じ に す る よ うに 黒 で は な く紺 を 使 っ た り した 。
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◎ 「音 聴 ぎ歩 ぎ 」

と 「音 日記 」の 体

験 か ら得 た 気 づ

ぎ

普 段 何 気 な く 生 活 して い る 中 で 「音 」 は た く さ ん あ っ て 、 こ の よ う に 調 べ る機 会 が な け れ ば 、

ほ と ん ど 聞 き 落 と して い る こ と に 気 づ い た 。 ま た 、 聞 こ え な い 音 の 中 に は 自 分 に と っ て 都 合 の

い い も の を 聞 き 分 け 、 わ ざ と 「聞 こ え な く して い る 音 」 も あ る の だ と い う こ と に 気 づ い た 。 す

べ て の 音 が 聞 こ え て しま う と逆 に ス トレ ス に な る か も しれ な い が 、 普 段 聞 き 逃 して い る 音 の 中

に は 逃 し て し ま うの が も っ た い な い ほ ど の 美 しい も の も あ り、そ の よ うな 音 に 気 づ く こ と が で

き て 良 か っ た 。 ま た 、 海 外 の 人 に 目本 の 擬 音 語 は と て も 面 白い と言 わ れ た こ と が あ る が 、 本 当

に そ うだ と感 じた 。 聞 こ え て き た 音 を 擬 音 語 に す る こ とは 意 外 に 難 し く 、ひ ら が な だ け で は 表

せ な い 音 も あ っ て も ど か しい と感 じ る こ と も あ っ た が 、 とて も 面 白 く感 じ た 。

普 段 は よ く イ ヤ フ ォ ン で 音 楽 を 聴 い て い る が 、遠 く で 聞 こ え る人 の し ゃ べ り声 、 く しゃ み の

音 や 鳥 の さ え ず りな ど は 完 成 され た 音 楽 よ りも 愛 お し く て 、 全 て 遮 断 し て しま うの は も っ た い

な い と感 じた 。 耳 に は イ ヤ フ ォ ン 、 目線 は ス マ ホ 。 現 代 の 生 活 は 視 覚 的 に も 聴 覚 的 に も と て も

狭 く な っ て い る と 改 め て 感 じ た 。 イ ヤ フ ォ ン を 外 し て 手 の 中 の 小 さ な 四 角 形 の 中 か らか ら 目 を

上 げ た ら 、 と て も 開 放 的 で 、 一 目が す が す が し か っ た 。 も ち ろ ん す べ て が 美 し い も の ば か りで

は な い が 、た ま に は イ ヤ フ ォ ン を 外 し て 口 常 の 音 に 触 れ 、た く さ ん の 発 見 を 楽 し も う と思 っ た 。

保 育 者 と し て 子 ど も に 視 野 を 広 く 、興 味 を 持 っ て も ら うよ う促 す た め に は 、 ま ず 自分 た ち が

そ の よ う に 行 動 す る こ と が 大 切 だ と感 じ た 。 子 ど も と 同 じ く ら い の 好 奇 心 を 持 ち 、 音 や 白然 、

風 景 な ど 口常 の 様 々 な こ と に 関 心 を 寄 せ 、 自 分 の 肌 で 感 じ五 感 を い っ ぱ い 使 っ て 生 活 し て み る

こ と で 少 しは こ ど もた ち に と っ て 「お も し ろ い 先 生 」 に な れ る の で は な い だ ろ うか 。

② 学 生 は2っ の 授 業 を 関 連 付 け て 受 講 して い た か

学 生 の ワー ク シー トに は 、2つ の授 業 を 関 連 づ け て 受 講 を して い る記 述 が 見 られ た 。 学

生Eは 「雨 の音 に つ い て は 以 前 か ら表 し方 が た く さ ん あ り、前 期 の 児 童 図 工 の 講 義 で 学 ん

だ こ と も あ っ て 、 音 を 聞 く前 か ら何 種 類 か オ ノマ トペ の 表 し方 が あ る こ とを 知 っ て い た 」

と述 べ て お り、 「雨 の 音」 が 関 連 付 け の き っ か け とな っ て い る。 ま た 学 生Fは 「保 育 内 容

演 習(表 現)」 の 「オ ノマ トペ ・音 象 徴 」 を題 材 に した授 業4)で 、 「前 期 の 図 工 で'F仮 名

か ら絵 を描 く課題 も 、 これ を利 用 して い る の だ と感 じた 。 音 象 徴 とい う言 葉 は 初 め て 聞 い

た が 、私 は 今 日の授 業 が とて も楽 し くて この 分 野 に 興 味 が あ る と思 っ た 」と記 述 して い る。

他 に も 「今[の 授 業 で は 前 期 の児 童 図lllで 出 され た 『○ 行 を絵 に 表 す 』 とい う課題 を思

い 出 した 」 や 、 「私 の 中 で 別 々 に捉 えて い た2つ の授 業 が 市 な っ て き た よ うに感 じた 」 な

どの記 述 も見 られ 、 そ れ ぞ れ の学 生 の 中 で少 しず つ で は あ る が基 礎 的 な知 識 や 技 能 を 統 合

して 、 表 現 活 動 を捉 え よ う とす る様 子 が 読 み 取 れ る。2章 で 示 した よ うに児 童 学 科 で 学 ぶ

こ との で き る表 現 領 域 の 科 口は4年 間 に わ た り複 数 開 講 され て い るの で 、 学 生 の 中 で そ れ

らが 繋 が り総 合 的 な 実 践 力 が 養 われ る よ う、さ らな る教 員 同 士 の 共 同 、連 携 が 求 め られ る。
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③ 描 画 や 音 聴 きの 授 業 体 験 を 踏 ま え て 、 ど の よ う な保 育 指 導 案 が 作 成 され た か

前 項 で は 、2つ の 授 業 内 容 を 関連 付 け て受 講 して い る学 生 の意 識 が 認 め られ た 。 筆 者 ら

が科 目間 に共 通 す る 「音 環 境 」 「オ ノマ トペ 」 な どの題 材 に 関 して 連 携 で き る よ うに 計 画

した 音 ・形 ・色 を関 連 づ けた 表 現 プ ロ グ ラ ム は 、 学 生 た ち に どの よ うな力 を は ぐ くむ こ と

が で きた で あ ろ うか 。 こ こで は 、 学 生 が 作 成 した 保 育 指 導 案 を元 に 探 っ て い きた い。

表6は 、学 生Gが 作 成 した 指 導 案 の抜 粋 で あ る 。紙 幅 の 都 合 で す べ て を掲 載 で き な い が 、

Gが 記 述 した ワー ク シ ー ト等 を合 わ せ て 指 導 案 をみ て い く と、描 画 体 験 で 「じゃ あ ○ ○ は

どん な 音 に な るの だ ろ う」 と考 え を 巡 らせ た り、 音 聴 き 歩 き の記 述 に あ る 「私 は人 の 足 音

が とて も印 象 に残 っ た」 「歩 き方 や 履 い て い る靴 の種 類 に よ っ て ま っ た く音 が 違 う こ とが

分 か っ た 」 な ど と関 連 させ て 指 導 案 が 作 成 され た こ とが 理 解 で き る。

表6学 生Gの 保 育 指 導 案 と授 業 で の 気 づ き

";
噂 岬 黙

,一窒の唄鰍 、 環

学生Gの 学びと気づきについて

● 「ほ と ほ と」の 音 か ら広 が るイメー ジ

夜の森 を何 か が見守 っ てい るよ うなイ メー ジが広 が った。

●水 彩 絵 の 具 の使 い 方 や 混 色 で の工 夫 した こと

一番 工夫 した部 分 は グ ラデー シ ョンで あ る
。 明 るい感 じか らだ

んだ ん 暗 くな って い く様 子 を表現 した。 ま た 、空 を全 部 同 じ色

で塗 っ て しま わず 、 い ろい ろな色 を混ぜ る ことで雲 の感 じをイ

メー ジ した。 濃 い 部分 や薄 い 部分 をわ ざ と作 った ところ も工 夫

点で あ る。

● 「描 画 」の 体 験 か ら得 た 自 然 の 音 や 日 常 音 へ の 気 づ き

今 回 は 「ほ とほ と」 とい う音 を考 えた が、 聞 いた ことが ない 音

だ った ので とて も難 しか った 。考 え る際に 雨 だ と 「ぽた ぽた 」

だ し、風 だ と 「ヒュー ヒュー 」 だ しな あ と他 の音 を た く さん 考

えて みた。 す る と、「じゃ あ○ ○は どん な音 にな るのだ ろ う」 と

この絵 本 で は雪 の音 だ っ

たが 、今 ま で 雪の 音 な ど考 えた こ と もなか っ た。 この制作 を通

して 、音 が な い よ うな もの の音 を考 え てみ る面 白 さを感 じる こ

とが で きた。
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● 「音 聴 き 歩 き 」と 「音 日 記 」か ら得 た 気 づ き

私 は人 の足 音 が とて も印象 に残 った。普 殻 は ヒール な どを履い て い る人 の音 は耳 に入 って くるが、 ス ニー

カ ー の音 な どは あま り気 にな らな か った。 しか し、今 回 よ く耳 を澄 ませ て 聞い てみ る と、歩 き方や 履 いて

い る靴 の種 類 に よっ てま った く音 が違 うこ とが分 かっ た。 同 じよ うな音 で も耳 を澄 ませ て 聞 く と違 うこ と

が 分 か り、音 の面 白さを感 じる こ とが で きた。 音 日記 で は普殺 の 生活音 に 耳 を傾 けて過 ご した。 こん なに

もた く さんの音 の 中 で生活 してい るの だ と改 めて感 じた。 音 につ いて学 ん でみ て音 の広 が りを感 じるこ と

が で きた。

● 音 ・色 ・形 を関 わ らせ て作 成 した保 育 指 導 案(一 部 抜 粋)

題 材 名 「オ ノマ トペ に注 目 し、 音 の楽 しさを感 じよ う」 対象:4歳 児

ね らい1・ 絵 本 に出 て くるオ ノマ トペ に注 目 し、音 の楽 しさを感 じる

・音 に 注 目 し、傘 を 開 く音や レイ ンコー トを着 る音 、長靴 で 歩 く音 を表 現す る

◇絵 本 「あ めぽ ぽぽ」 を読 む

・静か に聞 くこ とが で きる よ うに言 葉か け をす る

・集 中で きない子 どもに は他の子 ど もに配 慮 しな が ら見 守 る(言 葉 か け を し、絵 本 に興味 を持 たせ る)

・子 どもた ちが声 を 出 してい る ときは ゆっ く り読む

◇絵 本 につ いて い くつ か質 問 をす る

・「雨の音 っ て どん な音?」 「ス リッパの音 は どん な音 だっ た?」 「お 砂場 を歩 い た音 は どん な音 だ っけ?」

な ど、絵本 に 出て きた音 に注 目す る よ うに促 す

・絵 本 に出 て きた音 を 口に出 して、 面 白 さをみ ん なで共 有す る

・みん なが一 斉 に言葉 を発 して 聞 き取れ ない場 合 は、指 名 して発 表 して も ら う

・意 見 を伝 えた そ うに してい る子 ど もが いれ ば、意 見 が言 える よ うに配 慮す る

◇絵 本 の絵 か ら レイ ン コー トや傘 、長 靴 な ど、雨 の 日の服装 に触れ る

・保 育者 は傘 をさす音 「ボン」、雨 が降 る音 「さあ さあ」、 レイ ンコー トを着 る音 「ぱ さっ」、長 靴 で歩 く音

「ぴ ち、ば ちゃ 、ぽ ち ょ」 な ど実際 に動 作 と声 を合 わせ て見 せ る

表7は 、同 様 に学 生Hが 作 成 した 指 導 案 の 抜 粋 で あ る。Hは 生 活 の 中 に浴 れ る音 の 多 様

性 に 耳 が 開 かれ 、 意 識 す る こ との 大 事 さに気 づ い た 。 ま た 友 人 の 音 日記 か ら一 人 ひ と りの

音 の感 受 性 の違 い に改 め て 興 味 を持 っ た よ うで あ る。

指 導 案 で は3歳 児 とい う発 達 段 階 を考 慮 した うえ で 、 子 ど も達 が 唱 えや す く好 む で あ ろ

う 「ポ ンポ ン 」 とい う破 裂 音 の繰 り返 しの楽 し さ を理 解 して 用 い て い る。 音 声 と描 画 動 作

(身 体 の 動 き)、 色 の感 受 の 繋 が りが リズ ム に よ っ て よ り心 地 よ く感 じ られ る こ とを 企 図

して 作 成 され た もの で あ る。 と もす れ ば描 画 と音 声 表 現 や リズ ム 活 動 を個 別 に扱 い が ちで

あ っ た が 、 二 つ の授 業 体 験 がHの 中 で 自然 に 繋 が っ て き た と言 え るの で は な い だ ろ うか。
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表7学 生Hの 学 び と 気 づ き
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学生Hの 学びと気づきについて

● 「ほ とほ と」の音 か ら広 が るイメー ジ

森 の 中で暗 い様 子。 ア ライ グマ の子 どもた ちが眠 る時 間 とい

うこ とか ら、眠 って い る ミミズ クの寝 息 を連想 した。

● 水 彩 絵 の 具 の 使 い 方 や混 色 で の 工 夫 した こ と

絵本 の絵 が、ふ ん わ り とした優 しい絵 だ った の で、水 を多 く

含 んで絵 本 の絵 に近づ くよ うに工夫 した。

● 「描 画 」の体 験 か ら得 た 自然 の音 や 日常 音 への 気 づ き

生活 の 中 で耳 にす る音 、車や 洗濯 機 な ど、知 っ てい る物事 の

音 で も意 識す る と、違 う音 の よ うに聞 こえ るこ とがあ る。様 々

な音の予 想 をす るが楽 しく感 じられ る よ うに なっ た。

● 「音 聴 き 歩 き 」と 「音 日 記 」か ら得 た 気 づ き

生活 す る中で 一 日中 、 この よ うに意 識 して音 に耳 を傾 けた こ とは初 め だ った。 いつ も と同 じ一 日で も、聞

こえ る音 が とて もた くさんあ る ことに驚 いた。20年 近 く生 きて きて、 た く さん の音 を聴 いて きた と思 って

い る が、 自分 が思 っ てい る よ りもも っ とた く さん の音 が存在 して い る と感 じた。 普 殻 の生活 で 音 に意識 を

向け るこ とは、 めっ たに ない。 無意識 の うちに耳 に してい る音 も思い 出す ことは難 しい と思 う。

友 達 の音 日記 を見 て、 自分 で は気 づか な かっ た音 に気 づ く こ とが で きた り、 同 じ音 で も少 し違 って聴 こえ

て いた りして、興 味深 く思 った。

● 音 ・色 ・形 を関 わ らせ て作 成 した保 育 指 導 案(一 部 抜 粋)

題 材 名 「お花 が ポ ンポ ン」 対象:3歳 児

ね らい:・ 「ポン ポンポ ン」 とい うリズム に合 わせて絵 を描 くこ とを楽 しむ

・好 きな色 で好 きな形 で花 を色 づ ける こ とを楽 しむ

・リズ ムに合 わせ た動 きが で きる

・絵 本 に出 て くるオ ノマ トペ に注 目 し、音 の楽 しさを感 じる

◇ 「どんな い うがす き」 を歌 って色 につ いて 関心 を向 けた状 態で活 動 に移 って い く

◇混 雑 しな い よ うに順 番 に絵具 セ ッ トを取 りに行 くよ うに声 掛 けをす る

◇画 用紙 とタ ンポを見 せ なが ら 「今 日は みん なの好 き な色 でお花 を完成 させ よ う」 と活動 を説 明す る

◇ タ ンポの使 い方 の説 明 をす る

・「これ に色 を付 けて、 ポ ンポ ン してお 花 を咲 かせて ね」 と子 どもの反応 を見 な が ら話す

◇画 用紙(花 の茎 の部 分 だけ印刷 された もの)と タ ンポを一 人一 つず つ配 る

◇ 「ポ ンポ ンの リズ ムに合 わせ て みん な で色つ けてい こ う」 と説 明 して、子 ど もた ち が準備 で きた ら 「せ
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一 の」 で合 わせ て花び らを付 けてい く

◇ 「ポ ンポ ンポ ン」 と言いなが ら、 子 どもた ちが花 び らを作 って い る様 子 を見 る

◇ 「ポ ンポ ンポ ン」 の リズム を速 くす る、遅 くす るな どで リズ ムに変化 をつ ける

◇ みん なのお 花 が出来 上 がった ことを確認 す る

◇様 々 なお花 の色 や形 に注 目 して 、「L手 にで きたね 」 と褒 める

◇ 了どもた ちの作 品 を壁 に飾 って、 教室 をお花 畑 にす る

6.今 後 の 課 題

本 稿 で は幼 稚 園 免 許及 び 保 育 士 資 格 必 修 科 目で あ る2っ の授 業 の 繋 が りが 学 生 の 中 で ど

の よ うに形 成 され て い くの か 、 学 生 の 描 画作 品 と授 業 後 の ア ン ケ ー ト、 振 り返 りの ワー ク

シ ー トと保 育 指 導 案 な ど を用 い て 考 察 を試 み て き た。 作 成 され た 指 導 案 に は 体 験 した 授 業

内容 を表 現 活 動 へ 統 合 し よ う と試 み る 内容 も見 られ た が 、 未 熟 な もの も 多 い 状 況 で あ る。

学 生 が 複 数 の授 業 経 験 を 重 ね な が ら地 道 に活 動 を構 成 す るカ を身 に つ け て ゆ く成 長 過 程 を

見 守 りなが ら、 今 後 も表 現 教 育 の プ ロ グ ラ ム 内 容 を検 討 して い き た い 。

付 記

※本 研 究 は 」sPs(課 題 番 号17Ko4889代 表 者:岡 林 典 子 「協 同 性 の 育 ち に 着 目 した 幼 小 接

続 に お け る音 楽 教 育 の プ ロ グ ラ ム 開 発 」)の 成 果 の 一部 で あ る。
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